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様式第1号(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和４年度 第１回 美幌町都市計画審議会 

開 催 日 時 
令和４年１０月３１日（月） 

１４時００分 開会   １５時００分 閉会 

開 催 場 所 美幌町役場 １号会議室 

出 席 者 氏 名 

【委員】 

味噌一郎、藤井幸夫、千葉正美、中川寿一、宮田博行、髙橋清、 

岡本美代子、上杉晃央、藤原公一、髙橋秀明、渡辺齊、武田鉄雄 

 

【美幌町】 

平野町長 

欠 席 者 氏 名 なし 

事務局職員職氏名 森口建設課長、宮田建築主幹、中村都市整備Ｇ主査 

議 題 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 議案 

第１号 会長の互選について 

第２号 職務代理者の指名について 

４ 会議録署名委員の指名 

５ 報告事項 

第１号 「美幌町の都市計画」について 

６ その他 

立地適正化計画と都市計画マスタープランの策定について 

７ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

－ 

傍 聴 人 の 数 
(会議を公開とした場合) 

１名（報道機関） 

資 料 の 名 称 

・「美幌町の都市計画」について 

・計画策定の検討体制について 

・都市計画マスタープラン・立地適正化計画の概要について 

・美幌町まちづくりアンケート調査結果について 

・計画策定に係るスケジュールについて 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全部記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 
   

（別紙） 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

平野町長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

味噌会長 

 

 

 

味噌会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

上杉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

司会 森口建設課長 

・開会挨拶 

・自己紹介（事務局含む）・委員紹介 

・委嘱状は新型コロナウイルス感染症の予防対策として、機場配布によ

り交付 

 

 

２ 町長挨拶 

 

・町長挨拶 

 

３ 議案 

議案第１号 会長の互選 

 

司会 森口建設課長 

・委員互選により、会長は味噌委員で決定 

 

議案第２号 職務代理者の指名 

 

・会長の指名により、職務代理者は藤井委員で決定 

 

４ 会議録署名委員の指名 

 

・会長の指名により、会議録署名委員は藤井委員、千葉委員で決定 

 

５ 報告事項 

 

（資料に基づき事務局より内容説明） 

 

（以下質疑応答） 

 

・都市計画市場を平成元年に休止した扱いについて、市場として復活

する可能性があり得るという趣旨から、休止継続としているのか。 

（事務局回答） 

・その通り 

 

  ６ その他 

 

（資料に基づき事務局より内容説明） 
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 髙橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シン技術コンサル 

中村主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味噌会長 

 

 

 

 

 

 

・都市計画区域は都市計画法の都市計画を策定する区域のこと 

・美幌町は市街化調整区域を持たず、都市計画区域内に用途地域をも

っている。方針は北海道の区域マスで決定し、美幌町都市計画マス

タープランの大枠方針となる。 

・都市計画マスタープランを策定する上で、一番に整合が必要となる

のは総合計画。町長の意思が色濃く反映された計画。 

総合計画は10年計画である一方、都市計画マスタープランは20年計

画であるため、町長が変わっても、町全体で守り続けなければいけ

ない、ある意味都市計画における美幌町の憲法のようなもの。 

・都市計画マスタープランには防災、交通など様々な計画が関わって

おり、立地適正化計画策定に併せてもう一度考え直しましょうとい

う提案 

・立地適正化計画策定には、人口減少や少子高齢化社会を前提とした

まちづくりの考えが必要 

・立地適正化計画の策定はあくまで手段であり、目的は美幌町のまち

づくり・将来像を今後どのように描くか。審議会でまちづくりの本

質的な議論をいただくことが重要であり、大学としても協力してい

きたい。 

 

・美幌町では公園設備長寿命化計画、みどりの基本計画等の策定も支

援しており、その経験を活かして、都市計画マスタープランと立地

適正化計画の策定支援を行っていく。 

・都市計画マスタープランは、これまでの人口増加から人口減少と少

子高齢化の進展というフェーズの変化から、良い見直しのタイミン

グであり、20年先、更に次世代に繋げるための、長期的な将来像を

見据えて、計画策定に尽力していきたい。 

 

 

７ 閉会 

 

（会長による閉会挨拶） 

 

 

 

 

 


